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議

阿
帥
の
輔
刷
業
に
就
て

前

補

助

業

就

τ 

西

陣

の

本

庄

1台

1is 

策

私
は
本
誌
其
他
に
於
℃
時
五
悩
川
時
代
山
岡
帥
に
糊
す
る
種
々

ω
方
面
目
附
題
を
諭
越
し
た
。
其
際
自
ら
問
陣
由
州
刷
業
に
附
す
る
こ
と
も
、
マ
セ

内
論
題
白
柏
岡
内
に
於
て
は
、
取
扱
っ
た
哉
鋪
て
あ
る
が
、
最
近
削
仲
山
柿
山
山
本
に
胸
す
る
一
一
三
由
史
料
を
且
る
ニ
と
を
得
た
b
た
め
、
弘
め
て
仙

助
栽
に
つ
い
て
の
一
般
的
自
制
描
を
試
か
た
い
と
思
品
。
従
ワ
て
此
掲
の
ニ

一
論
文
と
車
複
す
る
所
、
も
あ
る
が
、
そ
山
射
は
維
め
誠
省
由
自
制
績
を
乞

ふ
戎
第

τあ
る
。

緒

ー... B 

両
陣
の
機
業
組
織
は
頗
る
複
雑
で
あ
b
、
職
業
上

ω分
業
に
つ
い
て
見
る
も
幾
多
の
縦
断
的
分
化
(
機
業
家
専

業
)
ピ
横
断
的
分
化
(
生
産
工
程
上

ω分
業
)
正
が
あ
っ
て
、
相
品
川
h
相
輔
リ

τ以
て
一

ω大
な
る
組
織
を
な
し
て

居
る
。
然
L
な
が
ら
そ
れ
等
の
分
業
は
決
し
て
初
め
よ
h
之
れ
ゐ
h

L
も
の
に
あ
ら
ず
、
機
業
の
費
迭
に
伴
ふ
て

一
業
よ
り
他
業
を
分
化
L
、
従
来
同
一
人
の
手
に
て
行
は
れ
居
た
ら

L
も
の
が
、
岐
れ
て
数
人
の
手
を
経
て
行
は

る
、
に
至
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
誌
に
遁
ぺ
ん
芭
す
る
所
の
補
助
業
に
つ
い

τも
亦
同
様
で
あ
る
。

補
助
業
ど
は
原
料
尚
を
別
に
し

τ、
原
料
に
謝
す
る
加
工
、
及
び
製
織
の
準
備
等
を
一
の
職
業
己
し

τ行
ム
所

♂珂

相l語、西陣肝宜 3r-36頁1) 



t
た

c
a
，、

の
も
の
を
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
所
硝
下
職
ピ
[
て
知
ら
る
、
も
の
が
唱
}
れ
で
あ
る
ο
蓋
I
機
業
家
の
下
に
立
も
て

そ

ω仕
事

ω
一
部
を
な
す
樹
で
あ
る
。
但
、
下
職
な
る
言
葉
は
附
に
は
民
叫
刷
業
者
を
も
包
合
す
る
用
例
も
な
い
で

は
な
い
が
、
通
常
は
染
問
団
、
線
屋
、
紋
屋
川
下
他
的
補
助
業
者
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

現
今
締
助
業
的
数
は
頗
る
多
き
に
上
勺
て
廃
る
が
、

そ
れ
等
す
ぺ
て
の
補
助
業
が
、
も
ビ
よ
b
徳
川
時
代
に
存

在
せ

L
も
の
で
は
な
い
。
然
ら
ば
と
て
幾
何

ω補
助
業
が
賞
凶
作
在
せ
し
か
を
確
言
す
る
こ
ど
は
困
難
で
ゐ
る

が
、
線
一
時
染
尿
、
紋
屋
、
焼
日
r
-
H
A

び
帥
ド
道
具
日
閣
の
如
き
は
ぞ
の
主
な
る
も
の
で
あ
ら
一
う
o

以
下
此
等
の
補
助
業

ω小
、
蒐
集
[
得
た
史
料
に
よ
っ
て
知
。
得
る
に

υω
こ
正
に
つ
い
て
、
少
し
〈
述
べ
十
フ
ピ
思
ふ
。

補
助
業
の
分
立

徳
川
時
代
に
補
助
業
ピ

Lτ
存
在
せ
ー
も
の
も
、

そ
の
初
め
に
於
て
は
機
業
家
自
身
の
手
に
て
行
ー
は
れ

τゐ
た

色
の
が
、
後
に
機
業
家
の
手
を
離
れ
て
別
倒

ω補
助
業
ど

L
て
成
立
す
る
に
歪
っ
た
も
の
が
少
く
な
い
。
こ
れ
は

機
業
従
業
者
の
増
加
・
需
要
の
増
進
、
技
術

ω進
歩
等
に
よ
っ
て
、
各
I
其
長
技
a

と
す
る
所

ωも
の
を
専
ら
正
す

る
に
至
っ
て
生
守
る
所
の
も
の
で
あ
る
こ
芭
は
い
ふ
迄
も
な
い
。
例
へ
ば
線
物
、
染
物
、
紋
蛇
慌
の
諸
業
の
如
き
は

そ
れ
で
あ
る
。

糸
稼
の
作
業
に
つ
い
て
は
寸
函
陣
商
機
入
組
御
仲
ゲ
聞
に
主
御
織
立
被
成
候
生
糸
煉
方
等
の
儀
仰
仲
ゲ
聞
に
而

叢

へ
が
一
概

論

凶
陣
内
仙
助
楽
に
就
て

第
二
十
二
番

。

O 

捌稿、近.m同陣内捗働問組、(程済研究ニを三披6百〉2) 
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-o

O 

論

議

回
陣
。
補
助
出
に
就
て

第
二
十
二
巷

煉
方
被
成
候
義
者
畿
舗
の
儀
に
御
座
依
蕗
元
株
年
中
の
比
、
御
仲
ケ
間
の
内
よ
h
，
煉
物
仕
鐙
候
者
相
H
T
れ
山
県
物
職

仕
候
義
に
付
』
一
五
々

U
あ
る
に
よ

h
、
一
冗
織
以
前
仁
於
ず
は
機
業
家
自
ら
が
行
ひ
し
も
の
な
る
こ
ご
は
明
か
で
ゐ

るl。
「
西
陣
天
狗
筆
記
」
に
「
宮
崎
総
染
る
に
紅
は
紅
屋
ゐ
ち
)
亦
に
亦
屋
あ
h
、

監
に
雄
染
屋
省
、

紫
に
紫
屋
有

茶
に
茶
染
屋
ゐ
h
o
総
染
は
織
屋
が
巳
前
手
染
に
何
色
に
て
も
致
た
る
も
の
也
。
夫
に
近
世
織
尾
数
多
放
に
夫
々

の
染
物
届
出
来
る
な

h
。
練
物
日
胞
も
一
冗
来
繊
日
屈
が
手
線
L
た
る
も
の
息
。
A
T
は
比
下
帥
慨
が
大
勢
の
織
屋
を
家
数
少

の
染
物
屍
練
物
屋
仁
て
取
緑
、
染
代
、
純
代
、
高
直
む
さ
ぼ
る
。
是
は
元
来
織
屋
が
己
前
の
如
〈
染
足
迄
に
心
付

て
手
染
の
心
に
な
れ
ば
よ
し
。
』
ご
あ
る
こ
ご
は
、
叫
鴨
居
の
外
に
染
屋
も
亦
織
屋
よ
b
分
立
L
た
る
こ
己
を
示
す
も

の
で
あ
ら
う
。

そ
れ

ωみ
な
ら
十
紋
属
の
業
務
も
亦
、
元
来
は
機
業
家

ω手
で
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
西
陣
天
狗
筆
記
」
に

「
巴
前
は
紋
模
慌
を
仕
込
に
繊
屋
が
手
あ
げ
し
た
る
も
の
な
b
し
に
、
宮
崎
治
二
年
弟
子
市
右
衛
門
正
申
者
に
此
職

分
を
始

τ家
業
に
錦
致
、
西
陣
芝
の
闘
子
町
へ
宿
這
致
、
是
ゐ
げ
役
家
業
に
す
る
始
な
h
o
共
後
年
に
至
・
り
て
ま

た
玉
紋
属
ご
い
ふ
て
別
に
山
家
た
b
o
繍
き
て
花
紋
屋
ご
い
ふ
出
来
た
・
9
0
紋
屋
夫
よ
b
西
陣
宜
同
機
織
屋
繁
昌
に

て
迫
々
家
数
多
に
な
る
に
つ
り
て
追
々
下
職
も
出
来
る
o
紋
屋
に
も
迫
々
別
家
出
来
る
」
Z
ゐ
る
は
、
郎
も
紋
屋

成
立
の
由
来
を
設
り
る
も
の
で
ゐ
る
さ
岡
崎
仁
、
紋
足
自
身
の
内
仁
も
紋
屋
、
玉
紋
屋
、
花
紋
屋
等
の
分
減
ゐ
h

安政四年五月棟物仲間よ"高機ヘ組へ申差入申f~叫ん己省之事1) 



L
-
』
ご
を
示
す
も
の
で
ゐ
る
。

一一一
機
業
家
ご
の
閥
係

補
助
業
者
が
そ
の
業
態
の
上
に
於
て
機
業
家
ピ
密
接
な
る
闘
係
を
有
す
る
こ
ご
は
も
ピ
よ
り
論
宇
る
迄
も
な
き

所
で
め
る
が
、
そ
れ
は
別
問
題
£

ιτ
、
補
助
装
の
成
立
が
以
上

ω如、
3
閥
係
で
あ
る
か
ら
、
主
従
的
制
念
の
強

織
屋
ご
此
等

ω補
助
業
者
ご
の
聞
は
、

Mmも
宗
支
の
閥
係
を
有
す
る
が
如

f
に
取
扱
は

h
r
b
L
蛍
時
に
於
て
は
、

れ
、
繊
属
は
練
屋
染
屋
に
蝉
到
し
て
頗
る
優
勢
な
る
地
位
を
占
め
て
活
花
如
〈
で
あ
る
o

例
へ
ば
練
屋
が
何
事
も
高

事
高
機
入
組
の
指
闘
に
従
ふ
可
き
こ
己
を
約
せ
る
が
如
言
、
叉
織
田
胞
が
練
居
染
屋
に
謝

L
て
、
他
図
よ
b
ω
注
文

を
引
受
〈
る
こ
ご
共
他
に
掛
L
て
一
定
の
制
限
を
加
へ

L
が
如
き
創
も
之

μ
を
設
す
る
も

ωで
あ
る
。

先
づ
前
者
に
つ
い
て
見
る
に
練
屋

ω高
機
八
紐
に
致
せ
る
文
古
に

「
練
質

ω義
は
御
仲
ケ
問
御
定
通
に
て
格
別
入
念
可
仕
候
」

「
諸
事
人
組
慌
に
相
尋
、
何
事
に
不
寄
、
一
々
御
内
意
巾
上
候
而
御
法
闘
通
b
に
可
仕
候
。
御
行
事
よ
h
の
御
申

附
け
諸
事
州
内
海
背
御
受
申
上
候
。
(
中
略
)
叉
練
物
仲
ヶ
聞
に
新
規
の
企
事
仕
仮
へ
ば
是
又
早
迩
御
内
通
可
仕

候
。
何
事
色
等
閑
一
ゲ
度
に
而
も
仕
候
へ
ば
練
物
峨
比
(
御
入
組
此
山
口
御
反
し
可
申
候
」

「
其
御
仲
ヶ
間
人
組
伐
を
御
額
申
上
総
線
規
致
賞
候
義
に
付
、
第
一
の
御
得
意
に
御
座
候
而
」
一
再
々

一O
一一一)

議

lt~ 

~Æ 

O 

問
陣
内
補
助
楽
に
就
て

五
一
-
ー
を

論

天保四年一月以事屋庄五郎よりλ組「四一札

天保入1f.正月蛭子届藤長雨よりλ組への-tL

安政四年五H繍陶仲間1V高機帥島への約定書

)

)

)

 

'
1
2
9
0
 



(
悌
一
統
一

O
凶
)

0 
四

叢

凶
叫
同
補
助
畿
に
就
て

第
二
十
二
を

言ぬ

正
み
の
る
如
き
は
即
も
高
機
八
組
正
純
白
原
正

ω士
t
従
的
関
係
を
示
す
も
的
で
は
な
い
か
。

一
見
に
後
者
に
つ
い
1
1
見
ゐ
に
徳
川
附
代
的
中
来
以
後
各
地
に
機
業
が
勃
興

L
、
四
陣
は
品
取
引
従
前
川
町
如
、
戸
畑
制
占

的
地
位
を
他
に
す
る
簡
は

F
る
に
歪

b
.
此
等
新
機
築
地
ビ
謝
抗
す
る
た
め
、

戒
は
地
方
製
品
的
京
都
移
入
日
酬
を

削
限

L
‘

戒
は
西
陣

ω技
術
が
仙
機
業
地
に
移
植
せ
ら
る
、

或
は
原
料
生
糸
凶
供
給
を
多
か
ら

L
め
ん
ピ

L
、

ご
を
防
止
せ
ん
ご
す
る
に
至
っ
た
U

印
も
製
品
、
原
料
及
ひ
技
仙
の
三
方
而
に
つ
い

τ両
陣
ど
新
機
業
地
ピ
の
針

抗
刷
係
を
見
得
一
も
り
で
あ
る
が
、
今
立
に
述
べ
ん
正
す
る
所
の
も
的
は
、
最
後
的
技
術
刷
係
に
泌
す
る
劫
柄
凶

中
、
特
に
補
助
業
に
附
す
る
こ
E
こ
れ
で
あ
る
。

線
屈
に
つ
い

τは
天
保
人
年
ニ
月
比
ぴ
安
政
四
年
五
月
山
一
角
機
入
組
じ
謝
す
る
約
定
書
に

「
つ
回
合
よ
・
り
の
献
物
類
一
切
監
付
間
敷
仮
説
。

但
L
右
四
合
よ
り
糸
繰
に
4
S
り
候
は
い
V

副山、
b
J
世
早
速
其
御
仲
グ
間
れ
い
辿
注
可
仕
候
u

一
、
英
御
仲
グ
間
心
御
方
様
山
内
に
も
機
敏
ご
不
相
肱

ω糸
線
い
参
与
候
は
uv

早
速
仰
川
畑
ケ
可
申
候
。
且
又
某

峨
筋
に
紛
敷
M

刷
物
等
巻
。
候
へ
ば
是
叉
不
隠
位
早
速
可
申
山
候
。
勿
論
家
人
方
よ

h
的
糸
線
堅
仕
中
間
敷
候

富
市
。
」

正
あ
る
如
き
、
叉
茶
染
仲
間
よ
b
高
機
織
屋
へ
差
出
し
た
る
一
札
に

「
近
来
他
国
仁
而
御
常
地
名
正
庄
の
諸
純
物
迫
々
蹴
出
耐
駅
付
西
陣
印
諸
織
物
自
然
己
他
聞
聞
に
而
山
刷
出
仮
絞
相
成
、

拙著、担蹄史!Jf担、 517-5'25画室毎日H4) 



別
而
各
々
方
織
物
高
機
頻
他
闘
に
而
多
出
来
い
た

L
、
其
元
来
者
御
嘗
地
に
E
諸
糸
染
方
等
致
、
差
下
L
候
方

も
布
之
候
風
附
承
知
致
活
似
得
共
、
我
等
仲
ケ
聞
に
而
は
各
々
方
諸
叫
刷
物
不
捌
仁
も
可
相
成
儀
正
存
、
品
現
而
諸

糸
染
方
之
儀
者
他
闘
わ
差
下
し
耐
肺
結
是
迄
不
致
候
得
共
・
外
方
に
て
他
凶
下
し
之
儀
被
致
候
哉
、
是
以
不
存

申、

H
叉
廠
言
を
巾

糸
染
方
誠
に
被
傘
候
み
も
布
之
候
共
我
等
仲
ゲ
聞
に
あ
ゐ
て
者
常
々

一
同
巾
合
せ
諸
糸

染
方
の
儀
是
迄
仕
来
候
得
意
先
之
出
問
者
格
別
、
新
規
成
方
よ
h'
申
品
位
候
は
、
得
ピ
相
引
札
候
て
不
分
別
成
方
者
染

方
一
切
不
仕
早
巡
立
(
御
仲
ケ
問
に
も
御
沙
汰
可
仕
航
。
勿
論
御
得
意
先
に
而
も
是
迄
仕
来
り
よ
ち
絡
別
不
相
肱

に
品
川
底
染
方
等
被
山
叩
表
候
は
、
是
又
相
札
候
而
柳
仁
而
も
不
都
合
成
義
有
之
候
は
、
御
沙
汰
に
お
よ
び
、
誠
一

以
来
他
凶
わ
糸
仇
理
法
候
者
有
之
候
は
、
被
仰
究
第
執
斗
ひ
可
仕
依
」

「
古
来
よ
&
リ
間
合
表
染
上
ゲ
不
社
旨
被
仰
問
承
h
m
w
市
在
候
蕗
、
向
叉
此
皮
被
入
仰
念
被
仰
問
候
H

判
、
仲
ゲ
間
一
一
統

b
得
己
申
付
足
候
問
・
此
後
若
不
相
守
不
正
之
糸
染
方
仕
候
も

ω有
之
候
は
、
早
速
仲
ゲ
間
定
法
通
念
度
取
斗

可
仕
候
』

ご
ゐ
る
が
如
、
き
帥
も
そ
れ
で
ゐ
っ
て
、

技
術

ω移
植
防
止
り
た
め
に
如
何
に
腐
心
せ

L
か
を
知
る
ご
同
時
に
高
機

入
組
正
此
等
補
助
業
者
ピ

ω闘
係
を
も
知
る
に
足
る
も

ωが
あ
ら
う
。

四

補
助
業
に
闘
す
る
仲
間

(
第
一
一
世
一

O
五
)

tコ
五

論

謹

聞
陣
内
補
助
業
に
就
て

第
二
十
二
容

主政十一年十一H円 札
天保式年六Hのー -Jl
5) 

6) 



。:1

論

議

同
陣
の
補
助
業
に
就
C

策
ニ
十
二
巻

(
第
一
雄
一
O
大
)

O 
プ否

(4)線
屋
。
上
越
り
知
〈
線
屋
は
一
苅
械
の
頃
織
昼
よ
り
分
立

L
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
天
保
八
年
に
至
っ
て
彼

等
は
一
の
仲
間
を
組
織
す
る
仁
至
っ
た
。
然
仁
こ
れ
は
内
部

ω
仲
間
た
る
に
留
ま
る
も

ω
で
あ
っ
て
、
一
公
然
{
目
許

を
得
た
る
株
仲
間
た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
繰
屋
は
宵
許
を
得
ん
一
』
ご
を
巾
論

L
っ
、
ゐ
っ
た
的
で
ゐ

る
が
、
偶
h
y

同
十
一
一
年
に
一
般
に
株
仲
間
が
厳
止
せ
ら
る
、
一
』
ご
、
、
な
り
そ
の
ま
、
封
現
を
鬼
る
に
至
ら
十
し

τ

止
み
し
も
の
で
の
る
。
然
る
に
其
後
仲
間
再
興
の
こ
ご
ゐ

b
し
だ
め
、
練
屋
は
一
見
に
安
政
一
冗
年
十
二
月
再
ぴ
株
仲

間

ω危
許
を
諦
ふ
に
至
っ
た
り
で
あ
る
が
、
果
し
て
そ
れ
が
聴
許
さ
れ
し
ゃ
一
台
や
は
明
か
で
な
い
。
以
上
の
経
過

は
次
り
文
書
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

「
(
上
怖
)
割
払
共
渡
世
筋
之
者
仲
ク
閥
立
等
め
義
色
無
之
候
付
糸
線
直
段
高
下
等
も
有
之
、
並
一
上
御
得
意
先
々
も

雑
収
候
義
共
山
夜
、
車
中
公
人
ど
も
主
人
方
不
挙
公
仕
候
者
共
之
取
締
等
も
叫
抽
出
来
候
付
、
私
共
渡
世
之
岩
共
義

怨
取
締
仲
ケ
開
立
之
義
御
願
巾
上
皮
皆
、
天
保
八
酉
年
二
月
私
共
同
職
之
者
共
十
四
人
よ
b
八
組
御
仲
ケ
問
中

-
ロ
御
積

-m上
候
慮
、
段
々
御
引
合
申
上
候
上
、
英
節
別
紙
に
約
定
書
差
入
御
承
知
被
成
下
議
に
御
座
候
路
、
宜
(

後
仲
ケ
間
御
免
に
も
不
相
成
候
内
天
保
度
御
改
革
に
付
諸
仲
間
御
取
解
被
仰
出
右
仁
付
私
共
同
峨
之
者
共
よ
b

前
段
御
願
申
上
候
願
書
共
御
下
ケ
に
相
成
候
付
、
本
並
(
義
銘
々
之
了
簡
を
以
.
御
得
意
先
b
御
頑
申
上
渡
世
相

総
仕
候
慮
、
先
般
論
仲
グ
問
御
再
興
相
成
候
段
承
知
仕
候
付
‘
私
共
同
職
九
人
之
者
共
義
、
品
開
叉
如
先
年
之
、

仲
ク
開
立
之
儀
御
願
申
上
度
旨
一
一
統
申
談
仕
、
則
安
政
元
貿
年
十
二
月
東
御
役
所
様
ね
練
物
職
仲
ケ
開
立
之
義



御
願
申
上
候
慮
、
願
書
上
ケ
位
候
様
被
仰
渡
置
、
此
皮
私
共
義
御
召
出
に
相
成
、
仲
ク
閥
立
御
願
申
上
候
義
に

付
、
外
々
よ
h
差
支
等
無
之
哉
之
旨
仰
詩
被
成
下
、
其
上
八
組
御
仲
ケ
問
中
迄
も
御
召
出
に
相
成
、
私
共
練
物

職
之
者
共
仲
ケ
開
立
御
願
申
上
候
義
に
付
差
支
等
無
之
哉
之
官
御
尋
御
座
候
義
に
付
、
私
共
b
御
引
合
被
成
下

車
中
長
候
」
云
々

ニ
の
仲
間
り
成
立
に
つ
い

τは
、
以
上
山
実
陶
に
於
て
も
明
か
な
る
如
〈
職
工
徒
弟
的
取
締
正
い
ム
ニ
ピ
が
、

少
〈
ぜ
も
一
方
の
重
一
県
な
る
原
因
を
な
し
て
居
る
。
同
依

ω
例
を
血
平
「
れ
ば

「
然
る
盛
山
煉
物
之
儀
者
巳
前
よ
h
仲
ゲ
問
Z
巾
義
者
無
御
座
候
付
・
召
遺
ひ
奉
会
人
共
迄
も
心
待
謹
に
て
職
業

相
錐
依
而
は
他
岡
亦
は
他
の
市
問
貢
筋
b
能
越
相
殺
h
候
付
、
兎
角
狼
に
相
成
候
故
、
去
寅
年
御
放
置
己
前
迄
者

銘
々
山
政
世
総
合
以
、
互
に
申
合
せ
挙
公
人
共
義
も
一
不
合
せ
正
路
に
渡
世
仕
、
(
中
略
)
山
由
年
御
改
正
に
付
請
仲
ゲ

問
御
取
解
仁
相
成
候
付
、
私
共
商
資
人
共
申
合
せ
し
儀
も
夫
ケ
散
乱
仕
肘
開
放
、
右
巳
来
我
健
之
取
斗
ひ
仕
・
同

減
世
之
内
に
而
巾
守
び
等
仕
、
又
は
数
年
来
召
抱
ひ
候
奉
公
人
共
色
々
散
乱
相
成
候
義
も
多
分
有
之
一
同
誠
に

以
迷
惑
心
配
而
己
龍
在
候
折
柄
先
般
繭
仲
ゲ
間
御
再
興
被
仰
付
、
如
己
前
夫
々
諸
仲
グ
閥
御
取
締
に
相
成
候
段

奉
承
知
候
。
(
中
略
)
焼
物
屋
仲
ク
間
相
立
惣
代
役
之
者
取
繕
メ
奉
会
人
共
義
も
散
乱
不
仕
様
一
不
合
仕
、

前
帳
面
奉
差
上
渡
世
筋
取
締
仕
度
此
段
奉
願
上
」
云
々

l司
名

「
尤
純
物
職
之
儀
者
乍
柳
も
夫
々
様
方
に
寄
、
家
倒
有
之
候
儀
に
而
奉
会
人
共
職
業
第
一
の
一
克
手
に
御
座
候
曲
曲
、

第
二
十
二
審

(
為
一
雄
一
C
七
)

C 
む

議

回
仲
山
補
助
識
に
就
て

言歯

安耽回年五月練物仲間より高機雌昼への甚入申自民J定書之事、

安政元年十二月純物鼠惣 f~ J: D事行厨へ提IIJせる口上嵩
1) 

2) 
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一
O
A
)

O 
j、

論

議

凶
帥
心
仙
叫
議
に
就
て

品
二
十
こ
を

(
弟
一
一
蹴

本
公
人
共
感
敷
風
儀
に
て
峨
業
相
魔
似
者
中
途
仁
主
家
能
川
無
理
に
限
を
取
同
職
筋
の
方
に
本
会
に
有
付
亦
者

他
闘
'U
能
越
相
殺
兎
角
川
出
に
相
成
(
中
略
)
仲
ケ
間
御
兎
被
成
下
候
は
、
お
抱
わ
本
公
人
共
不
時
之
儀
作
之
眠
法

依
仏
、
同
商
斑
人
共
ね
巾
浩
司
伯
抱
一
小
市
段
取
極
的
供
一
得
者
奉
公
人
共
義
は
賞
健
に
能
成
、
+
本
会
大
川
サ
ド
し
↓
円
相
勤

三
本
存
、
尤
候
は
、
卒
後
人
共
義
者
不
翁
巾
、
私
共
家
業
取
締
に
相
杭
連
綿
相
一
続
可
仕
義
ピ
本
ト
作
L
一
7

同
様

ωニ
ピ
は
一
品
機
織
雌
仲
間
の
成
立
に
つ
い
て
も
見
る
所
で
あ
っ
て
H

徳
川
時
代
に
お
り
る
商
工
業
仲
間
的
多

〈
は
同
業

ω
後
述
を
謀
る
己
共
に
、

同
業
者

ω山
川
締
監
督
に
任
じ
た
も

ω
で
め
れ
リ
、

従
っ

τ職
工
徒
弟
り
取
締
ピ

い
ふ
こ
正
也
仲
間
成
立
の
一
原
闘
を
な
せ
し
ニ
古
が
少
か
ら
ゴ
る
如
く
に
胤
は
れ
る
。

天
保
八
年
二
月

ω
純
物
仲
間
ご
高
機
仲
間
ピ
の
約
定
者
に
よ
札
ば
、
前
越
せ
る
出
合
よ

hω
練
物
注
文
を
受
け

5
る
こ
吉
、
一
且
同
機
仲
間
よ
与
の
機
数
一
小
相
勝

ω純
物
内
注
文
を
受
け

F
る
-
』
乙
を
約
定
す
る
の
外
・
-
向
機
仲
間
の

者
が
繰
物
峨
を
初
む
る
場
合
、
練
物
仲
間
へ

ω加
入
銀
を
徴
牧
せ
ぎ
る
一
』
ピ
、
高
機
仲
間
に
異
議
ゐ
る
者
を
叫
刷
物

仲
ケ
間
へ
加
入
せ

L
め
苫
る
こ
ど
、
作
業
目
的
協
定
、
新
規
な
る
儀
を
決
し
て
な

2
5
る
こ
ピ
を
規
定
L
、
安
政

四
年
五
月
の
約
定
者
に
は
、
以
上
の
外
、
真
に
糸
線
貸
金
の
協
定
を
も
規
定
し

τ居
る
。

線
物
仲
間

ω人
員
は
天
保
人
年
二
月

ω文
書
で
は
十
四
軒
ご
な
っ
て
居
る
が
、
安
政
一
冗
年
十
二
月
の
文
書
に
は

九
人
.
同
四
年
四
月
の
文
書
に
は
七
人
、
同
年
同
五
月
の
文
書
に
は
十
人
の
者
が
記
名
し

τゐ
品
。
多
少
の
増
減

の
あ
っ
た
こ
正
、
思
は
れ
る
が
、
兎
に
角
仲
間
員
数
の
甚
仁
少
な
か
っ
た
こ
正
は
明
か
で
め
る
。

笠世間11'問 jJ線物雌惣代より本n師、の就御討in J:1.!f、
制[t~. 近世間同lの拶勘)I[J脳(艇柳誠二審三披11'ì)
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紫
染
.
糸
染
、

蛇
染
、

仲
ヶ
聞
を
組
織
せ

L
も
の
ご

L
て

茶
染
、
沙
室
上
代
染
等

ωも
の
が
め
っ
た
。
然
し
そ
れ
等
各
柿
仲
間
の

(
ロ
)
染
屋
。

染
屋
に
つ
い
て
は
紅
染
、

亦
染
、

茶
染
共
他
の
H
T
業
が
あ
ム
リ
、

立
叫
別
室
、

h
i
1
 紅州場‘

成
立
年
代
・
性
質
、
組
織
等
は
未
に
明
か
で
な
い
。
悲
の
入
手

L
待
た
材
料
は
茶
染
仲
間
に
闘
す
る
も
の

C
め
つ

一
月
り
も

ω一
に
は
既
に
茶
染
仲
ゲ
間
の
名
離
が
あ
る
か
ら
、

そ
れ
よ
り
以
前
に
同
仲
間

ω机

て
、
文
政
十
一
年
十

織
が
あ
っ
た
こ
正
を
推
知

L
得
る
の
み
で
め
る
o

文
書
の
内
容
は
何
れ
も
前
述

ω技
術
移
航
の
防
止
井
に
染
貨
に

闘
世
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
仲
間
的
組
織
等
に
つ
い
て
知
b
待
ぺ
き
材
料
山
り
な
い
ニ
イ
」
は
法
舗
で
あ
る
。
た
V

紺
屋

仲
ゲ
聞
に
つ

ντ
は
仲
間
成
立

ω事
怖
が
多
少
明
が
に
な
っ

τ居
る
が
、
設
附
の
紺
屋
の
峨
分
は
原
料
品
川
に
加
エ

す
る
よ
り
は
、
事
ん
主
ビ

Lτ
形
付
の
類
で
ゐ
つ
h
ん
か
ら
、
西
陣
機
業
家
己
は
白
紙
袋
な
る
附
係
を
布
せ
ざ
り

L
も

ω
、
如
〈
に
川
叫
e
M
R

せ
ら
れ
る
。

紺
M
仲
ケ
川
は
貨
即
日
六
年
一
一

H
に
紺
雌
智
謀
者
八
十
倍
U
判
的

K
が
奉
行
所
に
謝

L
仲
間
耐
蹄

ω
た
め
年
行
事
を
併
き
た
き
旨
を
し
川
刷

L
て
許

可
さ
れ
、
越
に
同
年
五
月
叫
州
民
中
刻
訟
の
上
、
仲
ケ
開
花
書
量
制
定
す
る
に
譲
っ
た
も
の
で
あ
る
o

と
の
替
議
#
は
前
時
上
は
巾
立
貰
よ
り

F
は
松

(
位
)

胤
ま
「
白
川
に
佐
川

L
へ
十
二
川
刊
の
事
監
に
上
り
し
も
山

f
あ
っ
て
、
乙
れ
を

U
角
に
よ
っ
て
凹
粗
に
分
ち
一
組
に
二
人
砲
の
付
行
事
を
ほ
い
た
。

、，九

両
し
て
仲
同
組
織
山
頂
な
る
原
凶
仕
職
工
徒
弟
白
取
締
に
在
っ
た
。
紺
品
目
職
分
旧
小
紋
‘
引
存
・
持
、
着
尺
、
羽
織
、
夏
物
、
無
川
知
紋
付
、
畑
山

仙
組
制
品
び
大
中
小
川
出
、
地
合
何

K
K
L
r小
色
さ

L
入
を
な
さ
ピ
zu
形
付
勢
で
あ
る
o
小
色
さ
し
入
と
は
刷
毛
に
て
諸
色
を
指
込

L
も
山
て
あ
っ

て
、
此
分
は
抄
室
上
代
柴
山
岨
て
あ
る
。
叉
、
弼
付
時
中
、
形
に
酬
を
位
き
雄
に
て
欄
込
む
訟
が
あ
る
。
之
を
市
京
染
ー
と
唱
へ
帥
主
上
代
換
比
び
紺

腫
両
仲
間
共
に
之
走
行
ワ
た
。
こ
れ
U

沙
主
上
代
議
も
貧
困
噛
年
間
に
仲
間
を
叫
織
し
、
安
武
ニ
年
に
沙
主
上
代
凶
帥
碓
紺
尉
仲
間
と
改
冊
L
h
f
o
天
明

O 
IL 

τ-
7ι 

割高

議

凶
陣
心
補
地
業
記
就
で

第
F

一1
二
笹

~ 
E出
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前 i

叢

同
陣
の
柿
助
装
に
就
て

『第一一世

第
二
イ
二
を

O 

O 

山
大
火
由
た
め
に
仲
附
白
紙
制
が
紫
飢

L
た
が
、
柑
尉
仲
間
は
事
利
一
一
年
に
室
つ
亡
再
興
せ
ら
れ
、
文
吐
六
年
模
様
下
染
紺
起
仲
間
が
毛
れ
に
加
入

L
、
立
政
年
同
戸
は
抄
車
上
代
挺
紗
染
紺
U
A
仲
刷
主
合
冊
し
、
之
を
土
中
下
京
由
三
組
に
分
っ
た
。
所
淵
一
ニ
細
民
主
唱
ふ
る
も
白
が
是
れ
で
あ
る
Q

L
A
保

ω仲
間
雌
此
令

ω
後
、
高
虫
六
年
仲
間
制
民
国
内
興
と
な
り
、
安
政
山
一
副
に
は
三

WUHは
怨
色
針
及
び
糊
世
職
。
も
凶
を
も
制
民
仲
間
に
加
入

せ
し
め
、
明
拍
動
新
自
後
七
八
年
由
崩
ま
て
ニ
紺
起
仲
附
の
名
刺
が
有
織
し
て
居
っ
た
。

(
内
)
筑
属
。
補
助
業
の
一
た
る
筏
業
者
二
十
九
人
の
者
が
一
の
仲
間
を
組
織

L
哩
の
焼
印
札
を
以

τそ
の
仲

間

ω者
山
詮
己
な
す
に
至
り

L
は
貨
一
騎
四
年
八
月
的
こ
ど
で
ゐ
品
。
而
も
こ
れ
が
組
織
全
見
る
に
至
っ
た
事
情
に

つ
い
て
は
奇
怪
な
る
訴
訟
胡
件
が
介
在
仁
一
て
居
つ
れ
。
今
簡
箪
に
そ
の
要
旨
を
逃
よ
れ
ば
、
出
且
暦
四
年
二
月
西
陣

般
刈
院
前
之
町
に
位
せ
る
銭
職
組
屋
一
中
兵
衛
が
居
宅
の
普
請
を
な
さ
ん
己
欲
L
、
従
来
よ
b
の
出
λ
の
新
町
補
地
寺

之
内
上
る
大
工
職
嘉
兵
衛
に
再
三
そ
の
旨
を
通
じ
た
け
れ
ド
と
も
、
嘉
兵
衛
之
に
膝
骨
千
、

そ
の
理
由
hz
漏
・
り
た
る

に
飯
両
寅
は
非
人
の
倍
hu
所
で
め
る
か
ら
、
大
工
仲
間
的
申
合
せ
に
て
簸
職
へ
は
昔
前
を
請
負
は

F
る
ニ
古
が
制

明
し
た
。
是
れ
地
方
に
て
か
の
布
機
に
朋
ゐ
る
銭
を
、
英
成
の
番
非
人
に
調
製
せ

L
む
る
こ
ピ
が
ゐ
。
、
こ
れ
を

「
オ
サ
カ
キ
」
ご
稽
し
た
る
た
め
、
西
陣
の
策
屈
を
も
右
の
「
オ
す
カ
キ
」
ご
混
同
し
た
る
た
め
で
あ
る
。
議
に
於
て

銭
同
居
等
は
大
仁
憤
慨

L
、
同
職
二
十
九
人
連
出
有
し
て
奉
行
所
に
出
訴
し
た
が
‘
審
理
の
後
西
陣
後
職
は
決
し
て
非

人
向
寅
た
る
「
オ
サ
カ
キ
」
吉
岡
一
の
も
の
に
非
る
-
}
古
判
明
L
、
嘉
兵
街
は
叱
責
を
暗
証
っ
て
訴
訟
事
件
は
落
着
L

ア
』
。，，e 
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に詳砲されて居る。
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4) 



睦

主

サ

ア

テ

夕

、

ゆ

「
人
倫
訓
議
凶
輩
」
に
は
「
オ
サ
忠
今
」
に
俊
雄
山
文
字
を
充
て
、
『
竹
を
も
っ
て
品
々
に
組
な
り
。
す
べ
て
揖
の
且
、
長
紘
、
打
価
、
椋
革
、

品
々
の
職
人
か
は
れ
り
』
・
と
註
し
て
ゐ
る
。

然
る
に
嘗
時
京
都
に
は
右
の
訴
訟
事
件
に
関
係
せ

Z
Lリ
し
下
京
一
貫
町
逃
に
居
住
せ
る
儀
屋
漣
中
ち
ゐ
h
、
又

今
後
新
簸
屈
も
生
A
Y

べ
き
こ
ご
で
ゐ
る
か
ら
、
脚
府
来
再
び
岡
械
の
紛
議
を
生
じ
、
悪
名
を
受
げ
ん
こ
ピ
を
川
町
れ
、

右
訴
訟
事
件
仁
同
一
歩
調
を
正
ち

1
二
十
九
人
の
も
の
が
結
合

Lτ
一
の
仲
間
を
作
。
、
以

τ
こ
の
仲
間
に
属
す

る
も
の
、
銭
山
酬
が
決
し
て
賎
業
に
ゐ
ら

F
る
ニ
ピ
を
明
か
に
す
る
こ
記
、
し
た
。
前
掲
焼
印
札
を
受
け
た
者
は
賞

初
二
十
九
人
で
あ
っ
た
が
、
共
後
こ
れ
等
仲
間
員
の
兄
泊
及
び
年
季
を
動
的
絡

b
L弟
子
等
が
自
宅
を
構
へ
て
同

械
を
岨
冨
hu
場
合
に
は
、
其
本
家
よ
b
巾
出
で
、
焼
印
札
を
受
け
、

そ
の
仲
間
に
加
入
し
得
る
こ
ご
、
仁
た
。
尤
他

地
方
よ

h
来
往
せ
し
新
銭
屈
は
一
一
切
こ
の
仲
附
に
加
は
る
・
』
ご
が
山
来
な
か
っ
た
。
嘗
時
の
文
書
に
よ
れ
ば
仲
間

設
立
以
後
安
永
一
一
年
十
一
月
ま
で
に
新
仁
加
入
せ
し
も

ω
は
十
五
名
に
上
っ
て
居
る
o

か
〈
の
如
〈
に
し

τ筏
屋

仲
グ
聞
が
結
成
せ
ら
れ
党
も
の
で
め
る
が
、
そ
の
成
立

ω原
因
は
仙
の
仲
間
成
立
の
場
合
ご
著

L
〈
岡
高
う
て
居

'
り
、
殆
ん
ド
と
他
に
類
例
を
日
品
ゴ
る
所
で
ゐ
る
が
、
仲
間
組
織
の
後
ド
、
新
加
入
者
を
仲
間
員
の
親
戚
及
び
弟
子
に

限
b
、
他
地
方
よ
h
の
来
住
者
を
加
入
せ
し
め

F
h
L
こ
さ
等
は
他

ω仲
ケ
聞
に
於
げ
る
ご
同
様
で
あ
争
、
同
業

者
取
締
の
職
1
7
も
自
ら
生
じ
来
b
し
'
」
吉
、
考
へ
ら
れ
る
o

前

犠

四
陣
白
補
助
畿
に
就
て

第
二
十
二
巻

(
第
一
蹴
一
一
一
)



~~ 

H 

叢

同
時
山
崎
曲
業
に
越
で

最
ニ
十
二
審

「
第
一
揖

五

齢

論

以
上
徳
川
崎
代
に
お
け
る
西
陣
内
補
刷
業
に
つ
き
、
そ
の
史
料
の
手
元
に
存
す
る
も
の
に
つ
い

τ、
本
相
干
内
記

地
を
試
み
た
o

維
新
以
後
枇
曾
経
済
上
の
晶
理
化
は
西
陣
機
業
に
も
多
大
の
影
響
b
o
一
興
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
補
助

業

ω組
制
別
に
つ
い
て
も
自
ら
品
型
化
を
生
じ
た
。
ニ
れ
は
鶴
来
の
組
織
の
下
に
於
け
る
分
業
内
俊
迭
か
ら
多
〈
の
補

助
業
が
減
生
せ

L
こ
ピ
の
み
な
ら
宇
、
機
業
上
に
お
け
る
新
組
織
新
技
術
の
鵬
用
か
ら
新
た
な
る
分
業
を
生
じ
た

こ
t
b
少
〈
な
い
。
例
へ
ば
ジ
ヤ
カ

1
ド
織
機
の
輸
入
に
伴
う
て
こ
れ
に
闘
す
る
織
機
共
他
の
新
分
業
を
生
じ
、

紋
操
業
が
超
h
、
動
力
の
利
用
よ
b
し
て
器
械
的
の
撚
糸
業
が
起
り
し
如
き
そ
の
一
例
で
ゐ
る
。
而
し
て
紋
襲
業

者
に
よ
っ
て
穿
孔
古
れ
た
紋
紙
を
編
綴
す
る
よ
ご
は
、
機
業
中
部
ゆ
手
に
て
行
は
れ
た
冒
」
古
色
ゐ
る
が
、
明
治
り
末

年
に
は
、
こ
れ
が
ま
た
一
個
の
紋
細
業
Z
し
て
別
仰
の
補
助
業
を
形
成
す
る
仁
至
っ
た
o

か
〈

τ新
し
き
一
業
は

夏
に
新
し
き
仙
の
一
業
を
減
生

L
て
、
西
陣
の
機
業
は
今
日
見
る
が
如
き
復
維
な
る
組
械
を
な
す
に
至
っ
た
も
の

E
あ
る
o
然
し
一
方
に
は
練
染

ω台
業
も
行
は
れ

τゐ
る
こ

Z
は
注
意
す
べ
き
鮎
で
あ
っ
て
、
分
業
の
み
が
存
す

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
分
業
の
勢
は
甚
だ
大
な
る
も
り
が
あ
る
。
此
等
維
新
以
後
ゆ
補
助
業
の
後
述
に
つ
い
て

は
、
之
を
他
日
の
機
曾
に
謎
り
、
本
稿
は
一
先
づ
滋
に
筆
を
欄
〈
。
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